
合
併
10
年
、
豊
後
大
野

市
を
語
る
こ
と
が
で
き
て

も
我
が
町
を
語
る
こ
と
は

で
き
な
い
今
、
各
町
を
語

れ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

10
年
後
に
実
現
し
た
い

地
域
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
を

「
や
す
ら
ぎ
を
実
感
す
る

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま

ち
」、「
充
実
を
体
感
す
る

た
く
ま
し
い
ま
ち
」、「
き

ず
な
を
共
感
す
る
と
も
に

築
く
ま
ち
」
と
想
定
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

各
町
に
構
想
や
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
こ
と

は
現
時
点
で
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
各
町
の
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
で
は
、
ま

ち
の
特
徴
を
い
か
し
た
地

域
づ
く
り
を
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
内
容
等

を
精
査
し
、
地
域
活
性
化

に
向
け
た
戦
略
的
施
策
と

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

旧
中
央
公
民
館
、
旧
清

川
中
学
校
及
び
大
野
支
所

の
取
り
扱
い
は
。

財
政
課
長

旧
清
川
中
学
校
校
舎
等

の
解
体
工
事
は
本
年
10
月

頃
か
ら
開
始
、
旧
中
央
公

民
館
と
大
野
支
所
は
早
期

に
解
体
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
跡
地
利
用
は
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

改
修
状
況
は
。

社
会
教
育
課
長

三
重
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

陸
上
競
技
場
内
の
老
朽
化

し
た
鉄
棒
器
具
は
検
討
し

た
結
果
、
撤
去
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
千
歳
総
合

運
動
公
園
野
球
場
の
ス
コ

ア
ボ
ー
ド
は
、
現
時
点
で

の
改
修
は
困
難
で
す
が
、

人
気
の
あ
る
施
設
の
た
め
、

今
後
関
係
課
と
協
議
を
重

ね
検
討
し
ま
す
。

第
２
次
過
疎
計
画
の
達

成
状
況
及
び
第
３
次
過
疎

計
画
の
現
状
の
検
討
状
況

は
。

地
域
創
生
課
長

事
業
達
成
状
況
は
本
年

度
ま
で
に
実
施
さ
れ
て
い

る
事
業
で
、
本
市
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
い
る
も
の

79
事
業
の
う
ち
66
事
業
が

実
施
、達
成
率
は
83
・
５
％

で
す
。

第
３
次
過
疎
計
画
は
、

事
業
調
査
、
協
議
を
行
い

計
画
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

一 般 質 問

宮
みや

成
なり

昭
あき

義
よし

市民クラブ

特色ある町づくり
構想を

～ 戦略的施策として検討 ～

質

質

質

質

答

答

答

答

公共施設の整備・処理は

～ 撤去や解体・協議検討する ～

過疎計画の事業
達成状況は
～ 全体で83.5％を

達成しています。 ～
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冠
水
や
側
溝
か
ら
の
噴

出
の
、
把
握
と
対
策
は
。

市
長

噴
出
や
冠
水
は
、
側
溝

の
縦じ

ゅ
う

断だ
ん

勾こ
う

配ば
い

が
変
化
す
る

箇
所
や
、
合
流
す
る
箇
所

で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
地
域
全
体
の
排

水
路
網
を
調
査
し
、
特
に

用
水
路
と
し
て
使
用
し
て

い
た
水
路
の
用
途
廃
止
や
、

水
量
の
調
整
が
可
能
か
検

討
し
、
改
善
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

商
業
業
務
地
の
形
成
に

よ
り
、
三
重
川
へ
の
排
水

増
加
が
想
定
さ
れ
る
が
。

市
長

１
工
区
は
、
排
水
断
面

の
不
足
す
る
既
存
水
路
の

か
さ
上
げ
や
集し

ゅ
う

水す
い

桝ま
す

の
改

修
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
工
区
、
３
工
区
は
、

１
工
区
と
同
様
に
外
周
に

側
溝
を
入
れ
、
三
重
川
の

樋ひ

門も
ん

部
分
に
放
流
す
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

下
赤
嶺
東
区
内
の
ホ
テ

ル
進
出
に
よ
る
雨
水
流
出

増
加
へ
の
対
策
は
。

市
長

土
地
開
発
許
可
申
請
に

あ
た
り
、
市
の
意
見
書
・

同
意
書
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
検
討
の
結
果
、
計
画

雨
水
流
出
量
は
現
行
の
側

溝
断
面
の
８
割
で
流
下
で

き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
同
意
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
下
流

部
の
低
地
部
分
は
排
水
路

網
を
調
査
し
、
改
善
対
策

を
検
討
し
ま
す
。

避
難
場
所
・
施
設
に
お

い
て
、
各
家
か
ら
持
ち
出

し
た
「
音
声
お
知
ら
せ
端

末
」
は
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
受

信
で
き
る
か
。

情
報
推
進
課
長

本
機
は
、
ケ
ー
ブ
ル
の

接
続
か
ら
切
り
離
し
、
電

池
を
電
源
と
し
て
使
用
す

れ
ば
、
一
般
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

避
難
場
所
に
指
定
し
て

い
る
施
設
で
は
、
本
機
で

Ｆ
Ｍ
放
送
が
聴
取
で
き
る

か
、
早
急
に
調
査
し
ま
す
。

受
信
状
態
が
悪
い
国
道
、

県
道
、
主
な
市
道
沿
い
に

お
い
て
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
電

波
を
送
出
す
る
検
討
を
。

情
報
推
進
課
長

市
は
Ｆ
Ｍ
放
送
を
市
中

に
流
す
こ
と
が
で
き
る
免

許
を
取
得
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
Ｆ
Ｍ
放
送
の
電

波
を
流
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

な
お
、
国
が
自
治
体
に

よ
る
中
継
局
の
設
置
に
つ

い
て
研
究
を
始
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
り
、
制
度

化
さ
れ
た
際
は
、
需
要
や

設
置
費
用
を
調
査
、
研
究

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

～ 10 名の議員が市政を問う～

質

質

質

質

質

答

答

答

答

答

下赤嶺地区の雨水排水改善を

～ 地域全体の排水路網を調査し、
改善対策に取り組む ～

神
こう

志
じ

那
な

文
ふみ

寛
ひろ

日本共産党

ＦＭラジオ受信の改善を

～ 避難場所でＦＭ放送が聴取できるか、
早急に調査する ～
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